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【初めに】

琉球大学教育学部音楽専修における教育実践

力を総合的に振り返る教職実践演習で、沖縄の民

謡による手遊びなどのプログラムなどで音楽療法

をおこなっている。

音楽療法に着目し、筆者は、クラシック作品(特

にピアノ演奏)は療法に適すかどうか改めて調査

したいと感じた。

2011年3月 11日三陸沖地震を関東で経験し

た筆者は、三陸への物資輸送のボランティアに参

加し、筆者自身の仕事である音楽活動を教育活動

以外は休止にした。音楽どころではない日々が続

いたあと、徐々に関東には不足していた物資が戻

り、少しずつ落ち着き始めたが、周りではテレビ

で繰り返される被災の映像や、続く余震のために

精神的に不安定な状態の人が多くなっていた。三

陸から遠い関東に居るにも拘わらず精神的に参っ

てしまいピアノが弾けないという人がいて、災害

時には音楽の無力さを感じざるを得なかった。

震災 1か月後の 4月 11日にチェリストのヨ

ーヨー・マがインターネットでバッハの無伴奏チ

ェロ組曲サラバンドの演奏を配信した。そこには

次のようなメッセージがあった。

「日本の人々が大変な状況にある今、私は一人の

アーテイストとして、とても芸術や文化のあり方に

ついて深く考えさせられています。文化・芸術は

*琉球大学教育学部・同大学院教育学研究科

このような過酷な現実に直面している人々の痛み

を少しでも和らげることができるのだろうか、東

京在住のある友人は、私にこう答えてくれました。

『自分が適切だと思ったことをためらうことな

く、実行すべき。行動しなければ何も始まらない

のだから』 私はこの映像によって、日本に住む

皆様に少しでも、心の安らぎが持たされることを

切に祈っています。」ヨーヨー・マ (2011年の

Youtubeより引用)

1か月という時間の経過は、関東にいた筆者

の心に少し余裕をあたえたのかもしれない。こ

の映像で、の彼のチェロの音色を聴き涙が流れた。

2016年の現在も相変わらず南三陸では仮設住宅

に住み続けている被災者がおり、決して震災は落

ち着いたとは言えない。このような状況も含めて、

人々の心の変化はその人の置かれた状況によって

異なるはずであるが、或る時期から、無力だった

音楽が人に寄り添う役割を担えるようになるので

はないだろうかと筆者は考える。

別の事例で、筆者の身近で自ら命を絶った若い

女性がいた。その死はあっという聞の出来事であ

ったが、彼女にちょっとした気分転換があったな

らば、日々の生活の中で少しずつでも落ち着ける

時聞を過ごすことができ、魔が差すことはなかっ

たのではないかと悔やまれた。心を和らげるほん

の少しの助けとなる気分転換のーっとして、音楽

も彼女に寄り添えたのではないかと考えている。
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【生演奏の効果】

生演奏による効果は児童や病人・高齢者を対

象にした実験で検証されている。

音楽療法というより教育領域であるが阿部裕美

と鈴木香代子の研究によると継続的なアウトリー

チ活動によって、生演奏に触れた児童たちが音楽

に対する意識・理解を深め、それによって児童自

身の向上心が高まり、学習意欲が喚起されたこと

が報告されている。

また、医療現場では線維筋痛症患者に対して

ピアニストが患者の心情と呼吸に同期し、 tuning

inすることを心掛け音楽療法を行った例が庖村

真知子、永田勝太郎、長谷川拓也によって報告さ

れている。ここでは「演奏中の自律神経の変動が

導入期→鎮静期→カタルシス期→終息期に分類で

き、鎮静期には交感神経系も副交感神経系も鎮ま

り、カタルシス期にはどちらも高揚したが、終息

期では情動は鎮静化したものの自律神経系の興奮

は続いていた。音楽療法は、患者の細やかなt情動

を刺激し(資源の活性化)、カタルシスを起こさ

せ、痔痛を緩和させ得たJ(居村、永田、長谷川

2007)。
また、精神科の気分障害の患者に対しては生

演奏による音楽鑑賞で次のような効果が出ている

ことを小川栄一、佐々木高伸、志和資朗が報告し

ている。「ストレス負荷時の生理反応の結果では、

心拍と指尖皮膚温度で音楽鑑賞後のストレス負荷

課題で課題中のストレス緩和が見られた。また一

方、憎帽筋 (1)筋電位 (2)では音楽鑑賞後のストレ

ス負荷課題はストレス時に上昇した後、ストレス

負荷後安静期では音楽鑑賞前の安静期よりも高い

電位を示した。

高齢者には、認知症予防の取り組みとして既

に歌唱・合奏を取り入れた音楽療法の取り組みが

行われており、生演奏と CD再生による違いが研

究されている。松本裕樹、木場回目宜、山本貢は

筋力トレーニング・ステップ運動において生演奏

とCD再生を比較すると生演奏での音楽刺激が認

知機能の維持・増進に影響を与えている可能性が

考えられたと報告している。 6か月の変化を見る

と、認知機能評価検査である仮名ひろいテストの

点数において、初期能力の低いグループは特に生

演奏による運動の効果があった。

この論文の中で注目したい報告は「認知機能

の維持には、脳の前頭葉、前頭前野、特に側頭葉

内側にあり、記憶情報をつかさどっている海馬を

衰えさせないようにすることが重要な方法の lつ

であるとされる。この海馬を衰えないように刺激

する手段として音を活用して刺激することが好都

合である」との見解(本山貢 2012)である。重

ねて CDと生演奏の違いについても述べ、その違

いは演奏の現場に演奏者が介在しているかいない

かを挙げている。また、生演奏と全く同じ音楽表

現を録音した CDを再生したときはいつも全く同

じ演奏になり、生演奏の場合は実際に演奏する際

に、楽曲それぞれの固有の音のダイナミクスや表

現、また基本形から派生していく伴奏型などは常

に変化を伴うものである (3)。また演奏者が介在す

ることで演奏者の演奏に対するアプローチを視覚

的にも明確にとらえられ、音楽がより立体的なも

のとなり CDとは違った臨場感を生む一つの要因

となっているのではないかと述べている。

呉大学看護学部の古屋敷明美、広島文化短期大

学の森川らは 10代から 80代までの男女合計 99

名を対象に「音楽が生体やこころに与える影響」

について、生演奏前後の血圧値、脈拍数、皮膚表

面温度の変化および心の状態や変化について研究

した。それによると聴取後に収縮期血圧が低下し

脈拍数は減少し、顔面皮膚表面温度は演奏経過

に伴い約 2度上昇した。聴取前に緊張状態にあ

った心の状態に変化があった者が全体の 80%で、

リラックスした、楽しかった、良い気分、心が和

む、癒された、感動感銘を受けた、肩こりが治っ

た、身体が軽くなったなどの意見があったと述べ

ている。

【プログラミングについて】

阿部らのアウトリーチ活動で、行った児童のた

めのコンサートでは 7か月聞に 5回のコンサー

トを行い、 l回目はチャイコフスキー《くるみ割

り人形》よりく行進曲〉、 ドビュッシ一作曲《ベ

ルガマスク組曲》よりく前奏曲〉、モーツアルト

作曲くトルコ行進曲〉などの有名な作品を演奏し、

児童に楽器に触れさせ、楽器の特性・魅力を体感
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させるプログラミングがなされ、回数を重ねマリ

ンパ、歌、弦楽器なども入ったプログラムが用意

された。岡部らは①意欲②感動③関心④想像力⑤

共感性⑥無関心の 6点について児童にアンケー

トを行い、教育的な意義を確認している。

庖村らによる医療現場での音楽療法は残念な

がら曲目の記述はなかったが、「演奏者は患者の

心情・呼吸に同期し、」と述べられている。

小川らの精神科領域での生演奏も残念ながら

曲名の記述はなかった。認知症患者に対しての松

本らの研究でも曲目の記述はなかった。

古屋敷らの一般市民対象の研究では、自然や

季節感がイメージでき、郷愁を覚えるような《日

本の四季y<<枯葉y{海上のピアニストy{母さん

の歌》などの馴染み深い作品で演奏の聞に歌唱や

ストレッチ・指遊びへの参加も行われた。以上、

曲目の記載があるものに関してはほぼ有名な耳慣

れた作品が取り上げられていた。

【カウンセリングについて】

古屋敷らの研究により心に変化が起きたもの

が全体の 80%であったという報告を受けて、音

楽のカタルシス効果によってカウンセリングと同

じような役目を果たせるかを考える。

臨床心理学者カール・ロジ、ヤース CarlRansom 

Rogers (1902 ~ 1987)は『来談者中心療法』

発表の 6年後の 1957年『治療上のパーソナリテ

ィ変化の必要にして十分な条件 (Thenecessa町

and Sufficient Conditions of Therapeutic 

Personality Change) Jlという論文を発表し、セ

ラピストが「無条件の肯定的な配慮」、「共感的理

解Jr一致」の特質を満たした態度でいるならば、

クライエントの治療的人格変化は必ず起きると述

べている。

以下は、著書『ロジ、ヤース・クライエント中

心療法』において横溝亮ーが「治療上のパーソナ

リティ変化の必要にして十分な条件」を 6つに

纏めて引用したものである。

「①二人の人聞が、心理的な接触を持ってい

ること。

② 第一の人一この人をクライエントと名

づける は不一致の状態にあり、傷つ

唱
E
E
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きやすい、あるいは不安の状態にある

こと。

③第二の人一この人をセラピストと呼ぶ

ーは、この関係の中で、一致しており

(congruent)、統合され (integrated)て

いること。

④ セラピストはクライエントに対して無

条件の肯定的な配慮 (unconditional

positive regard)を経験していること。

⑤ セラピストは、クライエントの内部的

照合枠 (internalframe of reference) 

に感情移入的な理解 (empathic

understanding)を経験しており、そし

てこの経験をクライエントに伝達する

ように努めていること。

⑥ セラピストの感情移入的理解と無条件

の肯定的な配慮をクレイエントに伝達

するという事が、最低限に達成される

こと。J(横溝亮一 (4)、1983 81) 

このセラピストとクライエントの立場

をピアニストとオーディエンスに当てはめ

て考察する。横溝亮ーは①については説明

する必要はないと述べている。ピアニスト

(セラピスト)とオーディエンス(現代人

はストレスを抱える環境にあるだろうと想

像しこれをクライエントと考える…②第一

の人)の場合、二人の聞に、言葉の無い純

音楽でのコミュニケーションしかなく、ま

たそれはセラピストからの一方的な感情伝

達となるが、音楽は何らかの心の揺さぶり

になるはずであるから、心理的な接触が成

立すると考える。③セラピストの一致とは

「自由にかつ深く自己自身であり、彼の現実

の体験がその自己意識によって性格に表現

される」とロジ、ャースは説明しており、ピ

アニストは演奏中に集中して作品に感情を

投入することに専念しなければならない。

④は肯定的な配慮として、オーディエン

スから悩みなどの話を聞く場面は一切無い

のであるが、普遍的な思いを込められる選

曲を行なうことが可能と考えられる。これ

は実験を行い、あとで纏める。
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⑤では、「クライエントの怒りや恐怖や

混乱を、あたかも自分自身のものであるか

のように感じとり、しかも自分の怒りや恐

怖や混乱がその中に巻き込まれないように

すること」であると横溝は述べる。ピアニ

ストは色々な感情を楽曲の演奏に盛り込

むが、それはオーディエンスの怒りや恐怖

や混乱に一致するかどうかはわからない。

⑥に関して、ピアニストは一方的な感情

移入をオーデ、イエンスに伝達することになる。

カウンセラーは精神的に不安定な人、苦

しみを抱えている人に直ぐ問題が解決で

きるように安易なアドヴィスをすることは

避けなければならず、ともに悩み苦しむこ

とが重要である。ピアノは純音楽であり

歌調をもたないことで、メッセージ性を持

たず物足りなさがある反面、抽象的に心

情を表現するために受容の許容範囲は広が

り、感情の共感を得ることができるので

はないか。ピアノ音楽のカタルシス効果

によってカウンセリングの可能性を探る。

【寄り添える音楽とは】

前述のように、アウトリーチ活動等の教育的

な演奏を除けば、音楽療法としての先行研究での

音楽は馴染み深い作品または理解しやすい作品

(メロディが覚えやすい)が選ばれる。音楽療法

においては対象者の好きな物や音楽を押さえてお

くことが重要であることは、既に知られており、

琉球大学教職実践演習で、行っている音楽療法も、

皆が幼い頃から知っている民謡により行われてい

る。すでにこの音楽療法も効果が現れ、 1年前に

輸の中に入れなかった子供が週に l回の音楽療法

に参加し、その後、落ち着いて皆と共に輸に加わ

っている姿が目の前で見られる。

ここで、一つの問題提起を行う。心に寄り添

える音楽は必ず本人にとって馴染みのあるものが

最適なのであろうか。悩みや不安を抱えた人たち

にとって寄り添える音楽とはどういうものであろ

うか。

音楽には民謡・ポップス・ジャズ・クラシツ

クなど、色々なジャンルがあり、特にテレビを媒

体とするものは非常に馴染み深い。老人ホームで

の演奏で人気があるのは、 NHKの朝番組のよう

なドラマの主題歌だと聞いたことがある。

これに対し、クラシック音楽を考えると、例

えばピアノの演奏会というものは馴染みのない曲

が含まれることもあり、その場合、療法的な役割

は果たせず、単なる研究発表に終わるかもしれな

いと危倶される。カウンセリングならばクライエ

ントの言葉を聴き、クライエントに寄り添うべき

である。世の中に演奏会は多いが、生演奏といえ

ども、一方的に曲目を決め、オーディエンスの都

合と関係なく或る決まった時聞に開演し、演奏を

始める演奏会は、一方的な発信であり音楽療法的

な効果はないかもしれない。

【ピアノ演奏での実験】

2013年 5月 31日琉球大学にてピアノ生演奏

を行い、そのカタルシスについてのアンケートを

行った。

対象は 42名 普段はクラシックのピアノ演奏

を殆ど聞いたことがない学生である。実験で演奏

する楽曲の選曲は筆者が行なった。日常的に筆者

が行ってきた演奏会では、その演奏会の主催者か

らおおよそのテーマまたはオーディエンスの年齢

層を告げられそれらを考慮し曲を選ぶこともある

が、オーディエンスからのリクエストで演奏する

ことはなく、通常、自分が演奏会を行うときの選

曲は筆者自身が行っていたからである。その結果、

オーディエンスにとって未知の作品を演奏するこ

とが多い。

今回の実験は、研究発表として行われる演奏会

というものはオーディエンスにとって"カタルシ

ス効果“は無いのであろうか、あくまでもオーデ

ィエンスの心情を考慮すれば、演奏会のプログラ

ムはりクエスト中心のものが相応しいのであろう

かという問題点を見つめることができ、演奏家の

姿勢に対しての有効な研究となると考える。音楽

療法において、前もって対象者の好みを調べてお

くことは必須であるが、今回の実験では各々の好

みの音楽でなく馴染みのない音楽での効果を調べ

るため、リクエストは行わなかった。これは、今

フMq
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までの筆者の演奏活動と同じである。

プログラム・・

1曲目:ヴォルフガング・モーツアルト

Wolfgang Amadeus Mozart (17 56 ~ 1791)作曲

《ソナタ 作品 331よりトルコ行進曲 Sonate

KV331 Alla turca> 

2曲目:フェデリック・モンポウ Frederic

Mompou i Dencausse (1893 ~ 1987)作曲

《内なる印象内なる印象(Impresionesintimas -

Planys)>より抜粋

《ショパンの主題による変奏曲 Variationssur un 

th色mede Chopin>より抜粋

モーツアルトの《トルコ行進曲》を選択した

理由は、ピアノ作品の中で大変有名であり、今回

実験に参加する学生の誰もが知っている曲であろ

うと想像できたからである。加えてそのテーマは

何回も繰り返され、リズムも安定し、全体に判り

やすい曲である。

モンポウの作品は筆者の考えでは《トルコ行

進曲》と対極にある作品と考えて選んだ。恐らく

今回この作品を知っている人はおそらく一人もい

ないだろうと想像される作品で、リズムや調性が

不安定でありメロディも覚えにくい。

しかしながら、オーディエンスにとって未知

であり、対極と考えられながらも、モンポウ作品

は人々の多種多様な感情の側面を映し出すことが

できるだろうと筆者は考えた。スペイン作品の特

徴は感情表現の振幅の幅が広いことである。スペ

インの歴史・風土からかっての人々の生活は貧し

く、苦悩の反動から歓喜に満ちた表情も多く見ら

れるが、常に哀愁が漂う。筆者はスペイン音楽の

持つ感情の起伏の多さが、不特定多数の人の「共

感」に対応できるのではないかと考えた。元気の

出そうな作品モーツアルトと、欝な状態から少し

ずつ変化し最後に楽しくなっていく作品モンポウ

の比較は筆者自身にも興味あるものであった。

【作品はどのように聴とえるか】

モーツアルトの作品は全小節を通してテンポ

が速いが、行進曲であるにもかかわらず、強弱の

記号 f (強く)は 80小節しかなく、これは全体

の36%であり、全体の 64%がp(弱く)であった。

また全体に短調の響きが多く、全体の約 4割の

みが長調の響きである。しかし最後の 30小節の

長調は f (フォルテ・強く)によるオクターブ・

ユニゾンで、加えて小太鼓を模した装飾が各小節

の頭に施され、力強く元気に行進している情景が

自に浮かぶ印象的なフレーズである。音域は iAJ

が一番低く、全体を通して 15回使われている。

小太鼓の音を表す全打音としての iAJ音は多く、

同様の全打音 iOJ音は 15回使われている(譜

例 1)。しかしモンポウのように下一点音の低い

音はどこにも見当たらない。高音域は e2が登場

する。 222小節中、強弱は pが約 164小節、こ

れは全体の 74%にあたり、短調の響きは約 128

小節、これは全体の 60%であった。音符の数は

総合計約 3295あった(すべて手で数えているた

め多少の誤差の可能性あり)。演奏時間は約 5分。

行進曲を表現するために常に一定なリズムで音が

刻まれる作品であり、 8分音符がずっと続き、 4

分音符が入るのは 8小節ごとに l回だけで曲中

のどこにも休憩はない。要するに行進曲は最後ま

で止まらずに進む曲調である。

(譜例 1) 

l1ラ::!j
午¥

モーツアルト作曲《トノレコ行進曲)) モンポウ作曲《内なる印象》第 2

全打音として rDJ音が使われるが実音で 曲。左手最低音は rEiJであり、

は左手最後の rAJが一番低い音である。 トノレコ行進曲より 11度低い。

モンポウの作品の演奏時聞は 15分ほどであ

った。ここではモーツアルトの演奏時間と同じ 5

分までを調査対象にして調べてみると、音域は下

一点音すなわち中央のドよりも 2オクターブ低

いドより、なお低い iElJが6回使われる(譜

例 1)。
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高音は ides2Jが登場し(譜例2)、モーツア

ルトより全音 1つ分低いが、あまり変わらない

と考えてよいだろう。比較的和音が多く、テンポ

の速い部分もあるが、緩急が混在し、特に極端に

音の数が少ない緩楽章は印象に残る。 5分間で小

節数は約 99小節、総音符数は約 1987であり(こ

れも多少の誤差の可能性あり)、モーツアルトに

比べて音の数は少ないことから、緩急あっても全

体的には緩の部分が多いことが判る。調性は短調

である。強弱については 22小節が mf(メゾフ

ォルテ・やや強く)であとは p(ピアノ・弱く)で、

これは全体の8割である。

(譜例 2)

《トノレコ行進曲》の高音は

fe2Jである。

^ 1. ..・唱!:tt 

なお、モーツアルトの楽譜には最初Allegretto

(やや速く)と書かれているのみである。モンポ

ウは順に Lento cantabile espressivo (遅く、歌

うように表情豊かに)、 pocorit.(少し遅くし

て)、 Andante(歩く速さで)、 profundo(深く

) ，rit. Gracioso (かわいい). rit a tempo (元

の速さで)expresivo rit. agitato (動揺して)

subito p. (突然弱く)モンポウに関しては演奏時

間5分のと ζろまでを列挙した。

【実験の結果】

実験結果 (36名分)は下記の通りである。

レポート課題:ピアノ演奏のカタルシス効果に

ついて2曲の演奏を聴いて意見を述べる(複数回

答あり)。

モーツアルトは耳障りだった。うるさい

と感じた。

モンポウは心境と合わせてくれた感じで、

後半少し心も晴れてきた感じ (2名)。

もし失恋していたら、悲しい孤独を思わ

せる曲のほうがしっくりくる。心が安ら

いで癒された。

-24-

暗い感じの曲調の際に、自分の気持ちが

乗っているような感じがした。悲しいと

きに悲しい曲を聴くとより悲しくなり、

楽しいときに楽しい曲を聴くとより明る

くなる(波長の一致)

泣きそうになりました。最後の 2曲はい

らない。

・ 最後の曲は「次に進もう」と思わせてく

れた。

トルコ行進曲は元気になるような感じが

した。悩んでいたことが「なんでだろう」

と思うくらいにすっきりした。楽しい気

持ちになった。(同意見9名)

モンポウはメロディが激しくなって嫌な

ことも何とかなると思える感じ。

・ 気持ち次第で、聞く曲を選ぶと気持ちを

リフレッシュさせられる。音楽は、話を

聞いてもらうよりも効果的に気持ちを変

えてくれることもある。

曲調はあまり関係なく、ある一定の時間

一つのものに集中する状況が作れること

が大切なのではないか。

はらはら、イライラを緩和する軽い愉悦、

音楽は情感の共感、心の交流

中にあったものが外に流れていく感じ、

段々と楽しい感じが感じられた。

モーツアルトは自分を客観的に見ること

が出来、落ち着けた。

モンポウは暗さが自分の気持ちに抵抗な

く、明るい曲で気持ちが少し晴れていく

きがした。苦しみ、悲しみに共感してモ

ヤモヤが少し消えていく気がした。「やる

気」が生まれた。視界が明るく開けた気

がして、前向きになれた。心が少し強く

なった。この経験を次につなげようと思

っている感じ。憂欝な気分が晴れていく。

今までの経緯を思い出して悩んでいるこ

とを整理させてくれるものがあった。悩

みから解放された。(同意見5名)

とても気持ち良い気分、気分が明るくな

った。安らいだ。 (2名)

歌詞のある曲より心に響く。

カタルシスは感じなかった。
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トルコ行進曲は、さらに落ち込んだ気持

ちになった。

精神浄化とまでは行かないが、モンポウ

のほうが気持ちよかった。

落ち込んでいるときは無理やり明るい曲

でなく、気分に合った曲を聞くのが良い。

明るい曲の時は明るく、暗い曲の時は暗

くなる。暗い曲の時も難しそうな曲はテ

ンションが上がる。

悲しい曲には優しさがあるが、心の奥に

あるような気がして、それだけで立ち直

れるかというと難しい。優しさを積み上

げるには膨大な優しさが必要だと思いう。

持ち帰るには明るい、元気な、強い、激

しい曲者E力にすると良いと思った。

低い音が大きく響いているときに悲しみ

に共感してくれているような感じがした。

暗い曲は低い音が多く、明るい曲は高音

が多い。低い音では気持ちが暗くなる。

高い音では心が晴れるような気持。

相談する時、音楽をかけるのもよい。

どう感じるかは受け取る側次第。本人次

第。本人の意向に依存する。聞き手の心

に寄り添う演奏は心を聞かせる。

人の気持ちを考えた曲や音を出さなけれ

ばならい。

「精神浄化」は音楽の雰囲気に大きく影響

する。

モンポウの速いときは迷いそうだ。

音楽によって自分の気持ち(わだかまり)

が発散できる。ドキドキしたり嬉しくな

ったり、心が静まったり。冷静になれる。

心が落ち着く。気持ちが楽になる。前向

きになれる。

カタルシス効果はある。

落ち着けた。

リラックスして、眠くなる。

以上

【実験の分析】

具体的な作曲家の名前を挙げて、モーツア

ルトを聴いて元気が出たという人が 10名、

モンポウを聴いて気持ちが晴れたという人が

9名、これは今までにその作品を知っている

かどうかはあまり関係ないということが判っ

た。その他、モーツアルトを耳障り、さらに

落ち込んだと感じた人がそれぞれ l人ずつい

て、これに反してモンポウに耳障り、落ち込

んだなどの意見を持つ人はいなかった。モー

ツアルトについて「客観的に見ることが出来、

落ち着けた」という意見があったがモーツア

ルトは古典派の作品であり、テンポを揺るが

すことなく一定に演奏したため、客観的に思

えたと感じる。これに対し、モンポウでは感

情の変化を速さと音量の変化により表現して

いたために感情の起伏の多い演奏になってい

た。

しかし、速さについて述べた人はいなく、

楽曲の音の高さについて 3名が記述し、低い

音で気持ちが暗くなり悲しみを感じたと述べ

ている。筆者はテンポの速い曲を聞くことで

元気が出るであろうと推測していたため、

この結果は予想外であった。レポートでテン

ポについて、またリズム感について言及した

人は一人もいなかった。学生 42名中レポー

ト提出 36名、そのうちカタルシス効果を感

じなかったと記述したのは 1名であった。

【まとめ】

音楽療法の効果は既に先行研究で立証されて

おり、その際の曲目は、必ずしも馴染みのない曲

であっても何らかの効力があることが認められ

た。モンポウの作品は拍子が指定されてなく律動

感がない。テンポが遅く、音符の数も少ないのが

印象的であるが、オーディエンスは雰囲気を聴い

ていて、この点については気づ、かなかったと思わ

れる。メロディが覚えにくくリズミカルでなく、

その意味で理解しにくいうえに未知の音楽で、あっ

たモンポウ作品であるが、これに共感したオーデ

ィエンスは少なくなかった。
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(譜例 3)

モンポウ作曲 4内なる印拒E

Le.賞。 can阻bilec司伊'四，~、

... -Fケー--;---I J. .J ョー----，...--一一一........ 白

~e 戸 hhj
そーツアルト作拘《トルコtri昆曲》

音楽療法として演奏を考えるとき、オーディ

エンスの心情に合う曲を選ぶことが重要である。

オーディエンスが複数人数である場合、プログラ

ミングの順番として官頭に元気な作品を選曲する

と、その唐突な雰囲気に心の波長が合いにくい人

が多く、あまり好ましくないと思われる。また、

必ずしも、オーディエンスにとって馴染み深い作

品の演奏にカタルシス効果があるとは限らないこ

と、テンポ感よりも音域が心に作用することが判

った。低音が響くとき暗く、高音で明るさを感じ

ることを考慮し、最初は低音が含まれる作品(暗

い曲)から始め、徐々に高音が含まれる明るく元

気が出るような作品への曲順が、比較的多くの人

の心に寄り添うことができるようである。今回は

曲の形態についての設聞を行わなかったため結果

に出ていなかった。改めて速い曲と遅い曲、リズ

ムがはっきりしている曲、リズムが暖昧、または

変化が多い曲について、どのように感じるかを調

べてみたい。

また今回はハーモニーについては何も指摘が

なかった。モーツアルト作品は殆ど協和音で書か

れ、モンポウ作品は独特な響きを持っている。現

代は日常的に複雑なハーモニーの音楽を聴く機会

が多いため、モンポウ作品に含まれる複雑なハー

モニーは違和感なく受け入れられると想像でき

る。しかしながら、これについても改めて調べて

みたいと思う。

【古いごに】

16世紀の教育学者ヨハン・アモス・コメニウ

スJohannesAmos Comenius (1592 - 1670) 

は「音楽がそれ自体研究するに値する芸術形式で

あるだけでなく、倫理的、身体的、そして感覚的

に望ましい諸技能の発達に貢献する力を持ってい

る」と述べた。当時は、その同時代、また、ほ

ぼ同郷で作曲された音楽を聴いている時代であっ

た。現代の日本人の我々にとってクラシックは

遠い外国の音楽である。今回の実験で取り上げ

た2人の作曲家のうち、モーツアルト (1756-

1791)は時代的にかなり遡った作曲家であり、

モンポウ (1893- 1987)は現代に近い作曲家

であった。馴染みがあるなしに拘らず、これらの

作品は時空も超えて心理的な接触を持つことがで

き、コメニウスの述べたような力を発したと感じ

る。この研究を通し音楽の力を再認識し、ストレ

スの多い現代で音楽の担う役目は大きいと強く感

じた。筆者自身も生演奏の力を信じていつまでも

演奏が続けられるようにしたいと思う。
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(1)憎帽筋(背中の表層にある筋肉・・筆者注)

(2)筋電位(筋を動かす時に生じる電圧・・筆者注)

(3)伴奏はアレンジが行われているものと考えられる。
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